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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ヘ
タ
リ
ア
版
 
 
 

悪
ノ
娘

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
６
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
ぴ
ょ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
悪
ノ
娘
を
ヘ
タ
リ
ア
版
に
し
て
み
ま
し
た
（
 

´
 

▽
 

｀
 

）
ノ
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序
章
 
 

（
前
書
き
）

初
投
稿
で
、
色
々
ｇ
ｄ
ｇ
ｄ
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。
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序
章
 
 

人
が
、
罪
に
気
づ
く
の
は
、

罪
を
犯
し
て
か
ら
。

後
戻
り
は
、
も
う
出
来
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
、
誰
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
引
き
起
こ
し
た
自
分
さ
え
も
。

…
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
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こ
こ
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。

そ
の
頃
の
ハ
ク
ア
リ
ン
地
方
は
、
３
つ
の
国
に
分
か
れ
て
い
た
。

最
も
大
き
く
、
権
力
が
あ
る
の
は
ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
。

豊
か
な
緑
の
国
、
タ
ー
ナ
ラ
ン
ド
王
国
。

海
に
囲
ま
れ
た
島
国
、
ト
マ
ナ
ー
ニ
ャ
王
国
。

こ
の
３
つ
の
王
国
が
、
戦
火
を
交
え
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
世
界
は

平
和
だ
っ
た
。

そ
う
、
悪
ノ
王
子
が
現
れ
る
ま
で
は
。
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序
章
 
 

（
後
書
き
）

い
ゃ
あ
、
書
く
の
は
楽
し
い
（
 

´
 

▽
 

｀
 

）
ノ
な
ぁ
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ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
 
 
 

双
子
の
王
子
（
前
書
き
）

あ
あ
、
も
う
ｇ
ｄ
ｇ
ｄ
だ
。
し
か
も
、
明
日
テ
ス
ト
、
、
、
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ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
 
 
 

双
子
の
王
子

ゴ
ー
ン
・
・
・
ゴ
ー
ン
・
・
・

祝
福
の
鐘
が
鳴
り
響
く
。

こ
こ
は
、
ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
。

ま
た
の
名
を
、
黄
の
国
。

黄
の
国
で
は
、
新
し
い
王
族
が
誕
生
し
た
の
を
祝
っ
て
い
る
の
だ
。

フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ
＝
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
と
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
＝
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
誕
生
を
。

こ
の
兄
弟
が
、
悲
劇
を
呼
ぶ
と
は
知
ら
ず
に
・
・
・

城
内
。

そ
こ
で
は
、
２
人
の
貴
族
が
言
い
争
い
を
し
て
い
た
。

「
次
の
後
継
者
は
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
＝
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
に
す
る
べ
き
な
ん
だ
ぜ
★

ち
な
み
に
、
反
対
意
見
は
認
め
な
い
ん
だ
ぞ
★
」

「
な
に
を
言
っ
て
る
ん
で
す
か
、
こ
の
お
馬
鹿
さ
ん
が
。
フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ
＝

ヴ
ァ
ル
ガ
ス
こ
そ
、

後
継
者
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
す
！
」

「
な
に
を
ー
！
」

「
貴
方
こ
そ
！
」

こ
ん
な
些
細
な
事
だ
っ
た
。

し
か
し
、
双
子
と
言
う
の
は
、
何
か
と
問
題
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
後
継
者
争
い
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
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ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
 
 
 

双
子
の
王
子
（
後
書
き
）

ど
も
★

ぴ
ょ
ん
で
す
★

ア
ッ
プ
お
く
れ
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
！

と
く
に
東
さ
ん
、
、
、
ご
め
ん
ね
★
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悪
ノ
政
治
紛
争
（
前
書
き
）

ア
ッ
プ
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
（
＾
＿
＾
；
）
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悪
ノ
政
治
紛
争

些
細
な
言
い
合
い
が
、
や
が
て
城
全
体
に
広
が
り
、

そ
れ
は
大
き
な
対
立
と
な
っ
た
。

些
細
な
言
い
合
い
か
ら
半
年
。

つ
い
に
、
城
の
内
部
か
ら
国
ま
で
、
後
継
者
に
つ
い
て
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、

や
が
て
大
き
な
政
治
紛
争
と
な
っ
た
。

～
政
治
紛
争
の
真
っ
只
中
～

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
ど
さ
く
さ
紛
れ
に
誰
か
に
連
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
お
う
と
し

て
い
た
。

そ
れ
は
、
か
つ
て
の
三
英
雄
の
一
人
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
だ
っ
た
。

「
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
堪
忍
し
ぃ
な
。
今
は
、
こ
う
す
る
し
か
な
い
ね
ん
。
ほ
ん
ま

に
、
堪
忍
な
。
」

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
を
抱
き
上
げ
る
と
、
そ
の
場
を
後
に
し
た
。

数
日
後
。

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
い
な
い
事
に
気
づ
い
た
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
側
の
人
間
た
ち
が
、
女
王

に
報
告
を
し
た
。

女
王
の
命
令
に
よ
り
、

か
く
し
て
、
悪
ノ
政
治
紛
争
と
呼
ば
れ
る
こ
の
短
い
紛
争
は
幕
を
閉
じ
た
の
だ

っ
た
。

そ
の
頃
、
国
の
あ
る
小
さ
な
村
で
は
、
恐
ろ
し
い
病
が
流
行
し
て
い
た
。
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こ
の
病
の
特
効
薬
は
こ
の
時
代
に
は
無
か
っ
た
。

謎
の
病
は
、
城
に
も
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
と
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
六
歳
の
と
き
に
起
こ
る
も
の
だ

が
、
ま
ず
は
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
の
そ
の
後
の
話
。

～
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
～

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
癖
に
、
と
っ
て
も
わ
が
ま
ま
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
と
っ
て
も
優
れ
た
記
憶
力
を
持
っ
て
い
て
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
に

来
て
何
年
経
っ
て
も

「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
は
？
」

と
か
、

「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
は
、
お
城
で
な
に
し
て
ん
だ
？
」

と
か
、
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
国
民
に
は
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
政
治
紛
争
で
幼
き
命
を
落
と
し
た
、

と
い
う
事
に
な
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
に
む
か
っ
て
、

「
え
え
か
、
人
に
は
自
分
の
こ
と
、
あ
ん
ま
言
っ
ち
ゃ
あ
か
ん
よ
。
」

と
言
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
用
心
の
為
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
を
あ
ま
り
外
に
は
出
さ
な
か
っ
た
。

そ
う
し
て
過
ご
す
事
約
六
年
。

ク
ロ
ス
チ
ュ
ー
ル
王
国
に
、
と
ん
で
も
な
い
悲
劇
が
ふ
り
か
か
る
。
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13

狂
い
だ
す
歯
車
（
前
書
き
）

い
や
ぁ
、
ア
ッ
プ
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
（
＾
＿
＾
；
）
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狂
い
だ
す
歯
車

～
六
年
後
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
誕
生
日
～

王
宮
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
王
子
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
に
皆
が
駆
け

ず
り
回
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
補
足
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

悪
ノ
政
治
紛
争
後
、
三
英
雄
の
一
人
、
ア
ー
サ
ー
＝
カ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
よ
り
、

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
の
記
憶
は
デ
リ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
。

～
王
宮
、
女
王
の
間
～

女
王
は
、
亡
き
夫
の
肖
像
画
に
む
か
っ
て
、
話
し
か
け
て
い
た
。

「
あ
な
た
・
・
・
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
は
、
も
う
六
歳
で
す
の
よ
・
・
・
。
ア
ン

ト
ー
ニ
ョ
の
所
に
い
る
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
も
で
す
わ
・
・
・
。
時
が
経
つ
の
は
、

早
い
も
の
で
す
わ
ね
。
」

「
つ
っ
！
」

突
然
、
女
王
は
崩
れ
落
ち
た
。

～
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
～

「
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
！
親
分
の
お
帰
り
や
で
！
」

「
腹
減
っ
た
ぞ
、
ち
く
し
ょ
う
め
！
」

「
は
い
は
い
。
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
堪
忍
な
。
」

「
・
・
・
今
日
は
何
の
日
だ
か
、
忘
れ
て
な
い
よ
な
、
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
」

「
は
い
は
い
。
ほ
ら
、
こ
れ
。
」

「
剣
だ
！
つ
い
に
俺
も
一
流
の
騎
士
だ
！
こ
ん
ち
く
し
ょ
ー
が
！
」

「
明
日
か
ら
特
訓
せ
な
あ
か
ん
な
。
」

「
お
前
よ
り
強
く
な
る
ん
だ
ぞ
、
ち
く
し
ょ
う
め
！
」

「
は
い
は
い
。
明
日
は
早
い
か
ら
、
早
く
シ
エ
ス
タ
し
と
き
。
」
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（
作
者
：
シ
エ
ス
タ
っ
て
、
昼
寝
だ
よ
ね
ｏ
（
＾
▽
＾
）
ｏ
）

今
日
も
の
ほ
ほ
ん
親
分
子
分
で
し
た
。
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狂
い
だ
す
歯
車
（
後
書
き
）

あ
た
し
を
応
援
し
て
く
れ
た
悪
友
た
ち
に
感
謝
。
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狂
い
だ
す
歯
車
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

～
城
の
内
部
、
女
王
の
間
～

数
時
間
後
。

「
女
王
様
？
失
礼
致
し
ま
す
。
・
・
・
女
王
様
？
入
り
ま
す
よ
？
」

そ
の
数
秒
後
に
、
悲
鳴
が
上
が
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

女
王
は
、
恐
ろ
し
い
病
に
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
国
で
流
行
し
て
い
た
、
原
因
不
明
の
病
で
、
特
効
薬
な
ど
こ
の
時
代

に
は
無
か
っ
た
。

「
お
母
様
、
死
ん
じ
ゃ
い
や
だ
よ
、
お
母
様
！
」

そ
の
３
日
後
、
皆
の
必
死
の
看
病
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
王
は
永
遠
に
目
覚
め
る

こ
と
は
無
か
っ
た
。

～
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
～

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
で
は
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
泣
い
て
い
た
。

そ
の
頃
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
も
泣
い
て
い
た
の
だ
が
、
彼
は
そ
れ
を
知
る
よ
し

も
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
す
ぐ
泣
き
止
む
と
、
何
処
か
に
居
る
、
双
子
の
弟
に

む
か
っ
て
、

「
お
前
の
こ
と
は
、
俺
が
守
る
か
ら
な
、
ち
ぎ
ぃ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

と
、
宣
言
し
た
。

（
作
者
：
本
当
は
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
こ
の
後
大
泣
き
だ
っ
た
よ
ｏ
（
＾
▽
＾
）

ｏ
）
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狂
い
だ
す
歯
車
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

あ
ぁ
、
疲
れ
た
ぁ
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狂
い
だ
す
歯
車
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
（
前
書
き
）

い
き
な
り
内
容
飛
び
ま
す
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狂
い
だ
す
歯
車
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

～
八
年
後
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
～

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
の
家
で
は
、
あ
の
ツ
ン
ア
ホ
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
、
十
四
歳
の
立
派

な
青
年
に
な
っ
て
い
た
。

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
か
ら
も
、
一
通
り
剣
術
を
教
わ
り
、
あ
の
幼
い
面
影
は
な
か
っ

た
。

あ
る
日
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
が
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
に
、

「
お
前
、
王
宮
の
召
使
い
や
ら
へ
ん
？
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
を
守
る
た
め
に
。
」

と
、
仕
事
を
も
ち
か
け
た
。

無
論
、
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
こ
れ
を
引
き
受
け
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
後
に
悲
劇
と
な

る
。

～
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
共
に
十
四
歳
、
王
宮
に
て
～

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
王
宮
に
着
い
て
か
ら
、
真
っ
先
に
ア
ー
サ
ー
の
も
と
に
通
さ

れ
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
血
統
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
に
秘
密
に
す
る
よ
う
、

警
告
さ
れ
た
。

何
故
？
と
聞
く
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
に
、
ア
ー
サ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
ロ
ヴ
ィ
ー

ノ
に
つ
い
て
の
記
憶
は
理
由
が
あ
っ
て
、
消
し
た
、
と
の
話
を
し
た
。

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
初
め
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
は
い
、
と
応
え

る
と
ア
ー
サ
ー
の
部
屋
を
去
っ
て
い
っ
た
。
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城
の
中
。
（
前
書
き
）

あ
ぁ
パ
ソ
コ
ン
の
パ
ス
ワ
ー
ド
や
っ
と
解
除
し
た
よ
。
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城
の
中
。

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
そ
の
後
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
か
ら
の
呼
び
出
し
を
受
け
、
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
ー
ノ
の
部
屋
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
双
子
だ
と
ば
れ
な
い
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
が
、
顔
が
似
て
い
る

こ
と
を
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
か
と
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。

考
え
な
が
ら
歩
く
と
、
も
う
部
屋
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。

「
失
礼
致
し
ま
す
。
呼
び
出
し
を
受
け
た
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
で
す
。
」

「
・
・
・
入
っ
て
～
！
」

キ
ィ
・
・
・

「
わ
ぁ
、
君
が
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
？
噂
通
り
俺
に
似
て
る
ね
！
ま
る
で
双
子
み
た
い

！
」

一
瞬
、
ば
れ
た
か
と
思
い
、
背
筋
に
寒
気
が
走
っ
た
。
慌
て
て
、

「
世
界
に
は
三
人
、
顔
が
似
て
る
人
が
居
る
も
の
で
す
よ
。
」

と
言
っ
て
置
い
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
、
そ
う
だ

ね
、
と
言
っ
た
。
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城
の
中
。
（
後
書
き
）

ぎ
ゃ
ー
！
な
ん
か
グ
ダ
グ
ダ
ａ
ｎ
ｄ
短
っ

俺
は
な
ん
と
い
う
グ
ダ
グ
ダ
作
者
だ
っ
許
し
て
く
れ
っ
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
視
点
（
前
書
き
）

わ
ぁ
、
グ
ダ
グ
ダ
だ
な
ぁ
。

ま
ぁ
、
生
暖
か
い
目
で
見
て
ね
！
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
視
点

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
が
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
召
使
い
と
な
っ
て
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
た
。

今
日
は
三
月
十
七
日
。

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
の
誕
生
日
。

そ
の
日
の
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
雑
用
と
し
て
、
城
を
掃
除
し
た
り
、
食
べ
物
を
運

ん
だ
り
し
て
い
た
。

城
の
一
部
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
と
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
の
関
係
を

知
ら
な
い
の
で
勿
論
、
自
分
を
祝
っ
て
く
れ
る
者
は
な
か
っ
た
が
、
弟
の
誕
生

日
を
誰
も
が
祝
っ
て
い
た
。

今
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
国
民
の
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
た
。

国
民
は
パ
ン
を
食
べ
る
お
金
も
無
い
の
だ
が
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
は
そ
ん
な
こ

と
を
知
っ
て
い
る
訳
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

「
パ
ン
が
な
い
な
ら
、
パ
ス
タ
を
食
べ
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
言
っ
た
張
本
人
な
の
だ
か
ら
。

そ
の
せ
い
で
、
国
民
か
ら
い
ろ
い
ろ
恨
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。

だ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
を
守
る
た
め
に
、
俺
が
い
る
の
だ

か
ら
。

・
・
・
あ
い
つ
の
双
子
の
兄
と
し
て
。
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
視
点
（
後
書
き
）

う
わ
な
ん
だ
こ
の
文
章
。

グ
ダ
グ
ダ
だ
な
ぁ
。
（
笑
）

笑
う
し
か
ね
ぇ
。
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
前
書
き
）

腐
れ
縁
の
皆
さ
ん
、
ぴ
ょ
ん
を
せ
か
さ
な
い
で
（
＜
＿
＞
）

こ
れ
大
変
な
ん
だ
ゆ
（
＜
＿
＞
）
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

準
備
を
し
て
い
る
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
き
た
。

彼
を
も
パ
ー
テ
ィ
ー
に
呼
ば
れ
て
い
た
。

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
、
王
子
の
身
勝
手
な
金
遣
い
に
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
反
論
し
て

い
て
、
い
つ
殺
さ
れ
て
も
お
か
し
く
無
い
。

し
か
し
、
三
英
雄
の
こ
と
も
あ
り
、
王
子
は
手
が
出
せ
な
い
よ
う
だ
。

よ
う
、
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
、
こ
ん
に
ち
は
、
と
か
え
し
た
ら
、

「
そ
ん
な
堅
苦
し
く
せ
ん
で
え
え
よ
。
昔
み
た
い
に
親
分
呼
び
し
て
も
え
え
ん

や
で
？
」

「
俺
は
昔
か
ら
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
様
を
親
分
と
呼
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
な
ん
や
今
の
、
グ
サ
っ
と
き
て
も
う
た
わ
～
。
」

そ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
、
今
日
も
平
和
だ
な
、
と
思
う
昼
下
り
。

こ
の
日
を
境
に
、
悲
劇
が
お
き
よ
う
と
言
う
の
に
。
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
（
後
書
き
）

あ
ぁ
（
＾
＿
＾
；
）
グ
ダ
グ
ダ
だ
な
ぁ
。
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城
の
中
。
 

十
四
歳
の
誕
生
日
。
（
前
書
き
）

あ
ぁ
（
＾
＿
＾
；
）
グ
ダ
グ
ダ
駄
作
だ
ぁ
（
＜
＿
＞
）
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城
の
中
。
 

十
四
歳
の
誕
生
日
。

や
が
て
夕
方
に
な
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
る
頃
に
な
っ
た
。

す
る
と
、
俺
の
幼
馴
染
、
そ
し
て
こ
の
城
の
メ
イ
ド
で
も
あ
る
、
エ
リ
ザ
ベ
ー

タ
が
走
っ
て
き
た
。

も
う
料
理
は
全
部
運
ん
だ
は
ず
だ
が
・
・
・
？

「
大
変
な
の
よ
！
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
！
と
っ
て
も
大
き
い
の
が
！
」

次
に
俺
が
見
た
も
の
は
、

・
・
・
俺
と
高
さ
が
同
じ
く
ら
い
の
、
本
物
の
お
菓
子
の
家
だ
っ
た
。

王
子
で
あ
る
権
力
で
、
こ
ん
な
も
の
を
作
る
と
は
。

弟
に
若
干
あ
き
れ
た
。

あ
き
れ
て
い
る
時
間
な
ど
無
い
。
ま
ず
こ
れ
を
運
ば
な
け
れ
ば
。

幸
い
、
台
車
に
の
っ
か
っ
て
い
た
の
で
、
運
び
や
す
か
っ
た
。

奥
の
方
か
ら
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
盛
り
上
が
る
人
々
の
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。
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グ
ダ
グ
ダ
作
者
ペ
ー
ジ

ぴ
ょ
ん
：
ど
う
も
ぴ
ょ
ん
で
す
！
読
者
の
皆
さ
ん
、
読
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
あ
と
、
腐
れ
縁
の
皆
さ
ん
、
兄
ち
ゃ
ん
、
ぴ
ょ
ん
を
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
そ
し
て
、
よ
う
こ
そ
！
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
作
者
の

作
者
に
よ
る
、
作
者
の
た
め
の
グ
ダ
グ
ダ
ゆ
る
ゆ
る
ペ
ー
ジ
だ
ゆ
！
楽
し
ん
で

い
っ
て
ね
！

フ
ェ
リ
：
そ
う
い
え
ば
さ
ぁ
、
な
ん
で
俺
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
で
、
兄
ち
ゃ
ん

が
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
に
な
っ
て
る
の
？

ぴ
ょ
ん
：
間
違
え
た
ん
だ
、
許
し
て
・
・
・
フ
ェ
リ
。

フ
ェ
リ
：
許
さ
な
い
。

ぴ
ょ
ん
：
即
答
さ
れ
た
っ

ロ
ヴ
ィ
：
な
ん
で
俺
は
馬
鹿
弟
の
召
使
い
っ
て
な
っ
て
ん
だ
よ
。

ぴ
ょ
ん
：
設
定
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
。
（
笑
）

ロ
ヴ
ィ
：
（
笑
）
が
余
計
。

ぴ
ょ
ん
：
ロ
ヴ
ィ
の
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
。
が
無
い
。
な
ん
か
怖
い
。

ア
ン
ト
：
イ
タ
ち
ゃ
ん
！
ト
マ
ト
持
っ
て
き
た
で
ー
！

ぴ
ょ
ん
：
親
分
っ
！
マ
カ
ロ
ニ
兄
弟
が
怖
い
。
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フ
ェ
リ
：
な
ん
か
言
っ
た
か
な
ー
？
（
黒
笑

ぴ
ょ
ん
：
な
、
何
も
？

ロ
ヴ
ィ
：
ふ
ー
ん
？

ぴ
ょ
ん
：
怖
い
よ
ぉ
！

ア
ン
ト
：
こ
ん
な
グ
ダ
グ
ダ
ゆ
る
ゆ
る
作
者
を
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
ぁ
。

ぴ
ょ
ん
：
終
わ
っ
ち
ゃ
う
の
?
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
す
り
ー
（
前
書
き
）

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ぁ
（
笑
）
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城
の
中
。
十
四
歳
の
誕
生
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
す
り
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
は
、
貴
族
達
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

奥
に
あ
る
玉
座
に
座
っ
て
い
る
の
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
だ
。
軽
く
会
釈
す
る
と
、

笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。

召
使
い
で
あ
る
俺
は
、
弟
と
違
っ
て
色
々
な
雑
用
を
押
し
付
け
ら
れ
る
。

何
故
兄
弟
な
の
に
、
こ
ん
な
に
待
遇
が
違
う
の
だ
ろ
う
。
神
様
は
不
公
平
だ
。

そ
う
思
っ
た
と
き
、
数
少
な
い
、
俺
ね
正
体
を
知
る
貴
族
、
ロ
ー
デ
リ
ヒ
が
話

し
か
け
て
き
た
。

「
兄
弟
な
の
に
、
何
故
こ
ん
な
に
待
遇
が
違
う
の
だ
ろ
う
、
と
で
も
思
っ
て
い

た
の
で
す
か
？
」

「
・
・
・
ロ
ー
デ
リ
ヒ
様
は
、
読
心
術
で
も
お
使
い
に
な
る
の
で
す
か
？
」

「
い
え
、
使
い
ま
せ
ん
よ
。
・
・
・
ア
ー
サ
ー
な
ら
、
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
。
」

・
・
・
パ
ー
テ
ィ
ー
も
、
そ
ろ
そ
ろ
終
盤
の
よ
う
だ
。
も
う
、
９
時
を
過
ぎ
て

い
た
。

外
で
、
月
が
静
か
に
光
っ
て
い
た
。
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ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
（
前
書
き
）

み
ん
な
、
ぴ
ょ
ん
の
復
活
だ
よ
ー
ん
！

小
説
書
け
書
け
五
月
蝿
か
っ
た
悪
友
、
そ
し
て
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
ぉ
ぉ
ぉ

ぉ
！
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ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ

そ
の
夜
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
に
エ
リ
ザ
ベ
ー
タ
と
俺
は
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
。

「
お
呼
び
で
し
ょ
う
か
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
様
。
」

「
う
ん
。
・
・
・
エ
リ
ザ
、
あ
の
さ
、
最
近
食
物
庫
に
不
審
な
人
物
が
見
ら
れ

る
と
か
言
う
話
、
聞
い
た
こ
と
な
い
？
」

「
え
ぇ
・
・
・
。
噂
で
す
が
・
・
・
。
」

「
そ
の
人
物
を
、
調
べ
て
く
れ
な
い
か
な
？
王
子
の
僕
に
逆
ら
う
と
は
、
い
い

度
胸
だ
よ
ね
。
」

「
・
・
仰
せ
の
ま
ま
に
。
」

翌
日
。

「
エ
リ
ザ
？
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
。
」

「
は
い
？
な
ん
で
し
ょ
う
。
」

「
あ
の
さ
、
例
の
人
物
、
エ
リ
ザ
は
知
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？
」

「
?
・
・
・
話
そ
う
か
迷
っ
て
い
た
の
で
す
が
・
・
・
」

「
誰
な
の
？
」

「
・
・
・
誠
に
言
い
に
く
い
の
で
す
が
・
・
・
。
実
は
、
三
代
英
雄
の
一
人
、

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
様
、
と
小
耳
に
挟
ん
だ
の
で
す
。
」

「
そ
う
、
あ
り
が
と
う
。
も
う
い
っ
て
い
い
よ
。
」

「
で
は
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
」

数
時
間
後
。

「
ロ
ヴ
ィ
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
。
」

「
は
い
？
」

「
例
の
人
物
だ
け
ど
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
＝
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
カ
リ
エ
ド
ら
し
い

ん
だ
。
」
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「
?
・
・
は
い
。
」

「
逆
ら
う
人
は
、
排
除
し
な
く
ち
ゃ
ね
？
（
黒
笑
」

「
あ
の
・
・
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
・
・
」

「
そ
の
ま
ん
ま
の
意
味
だ
よ
？
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
を
、
暗
殺
し
て
く
れ
な
い
か
な

？
」

「
・
・
・
。
」

「
ま
ぁ
、
明
後
日
決
行
だ
か
ら
。
そ
れ
ま
で
に
考
え
と
い
て
。
」

「
・
・
・
は
い
・
・
。
」
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ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
（
後
書
き
）

う
わ
ぁ
・
・
・
グ
ダ
グ
ダ
ぁ
（
笑
）
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ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
（
前
書
き
）

ど
も
！

お
な
じ
み
ぴ
ょ
ん
で
ー
す
ｗ

今
回
も
ｇ
ｄ
ｇ
ｄ
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
っ
！
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ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ

翌
日
。

厄
介
な
朝
だ
・
・
・
。

い
よ
い
よ
明
日
、
か
。

ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
は
わ
ざ
と
ら
し
く
あ
く
び
を
し
た
。

「
ふ
ぁ
ぁ
・
・
・
」

・
・
・
兄
弟
を
信
じ
る
か
、
親
代
わ
り
を
信
じ
る
か
・
・
。

そ
ん
な
シ
リ
ア
ス
な
雰
囲
気
に
浸
っ
て
い
る
と
。

「
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
ち
ょ
っ
と
い
い
？
」

エ
リ
ザ
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
あ
の
・
・
さ
。
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
が
貴
方
を
召
使
い
に
し
た
理
由
、
知
っ
て
る

？
」

「
？
・
・
王
子
を
守
る
た
め
、
だ
ろ
？
」

「
そ
れ
が
・
・
・
王
子
を
暗
殺
す
る
為
だ
っ
て
聞
い
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
、
貴

方
や
っ
ぱ
り
知
ら
な
か
っ
た
の
ね
。
」

！
？
・
・
あ
の
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
が
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
を
・
・
・
？

あ
り
得
な
い
・
・
！
で
も
本
当
な
ら
・
・
。

「
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
？
ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
！
」

「
！
は
っ
、
は
い
！
！
」

「
大
丈
夫
？
ぼ
ー
っ
と
し
ち
ゃ
っ
て
。
」

「
は
い
・
・
・
大
丈
夫
、
で
す
。
あ
の
！
」

「
何
？
」

そ
れ
は
本
当
な
の
か
、
と
聞
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
何
か
の
気
持
ち
が
そ
れ

を
止
め
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
い
え
、
な
ん
で
も
な
い
で
す
。
」

「
そ
う
・
・
・
あ
、
今
の
話
、
気
に
し
ち
ゃ
駄
目
だ
か
ら
ね
！
」

「
え
え
・
・
・
そ
れ
で
は
失
礼
い
た
し
ま
す
。
」

俺
は
小
走
り
で
そ
の
場
を
後
に
し
た
。
で
も
決
ま
っ
た
。
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俺
の
決
心
が
。
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ロ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
（
後
書
き
）

特
に
な
ー
し
！

み
ん
な
、
読
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
！

感
謝
で
す
～
！
＊
・
゜
゜
・
＊
：
．
。
．
．
。
．
：
＊
・
'

（
＊
゜
▽
゜
＊
）

'
・
＊
：
．
。
．
 

．
。
．
：
＊
・
゜
゜
・
＊

う
ん
、
も
う
書
く
こ
と
無
い
か
ら
失
礼
い
た
し
ま
ー
す
！
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作
戦
決
行
、
そ
し
て
。
 
 

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

翌
晩
・
・
・
。
作
戦
決
行
日
。

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
作
戦
通
り
、
鏡
の
間
へ
と
通
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
り
ゃ
ば
れ
た
か
・
・
あ
か
ん
、
殺
さ
れ
て
ま
う
か
も
な
・
・
」

は
ぁ
、
と
溜
息
を
つ
き
、
覚
悟
を
し
て
ド
ア
を
開
け
る
。

「
や
あ
、
待
っ
て
た
よ
・
・
・
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
＝
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス
＝
カ
リ
エ
ド
。

」鏡
の
間
の
玉
座
に
座
っ
て
い
た
の
は
フ
ェ
リ
シ
ア
ー
ノ
だ
っ
た
。

「
・
・
用
件
は
何
な
ん
？
は
よ
し
て
く
れ
や
。
」

「
ま
ぁ
そ
う
怒
ら
な
い
で
よ
。
あ
の
さ
、
食
物
庫
で
国
民
達
に
食
料
を
配
っ
て

る
っ
て
ほ
ん
と
う
？
」

「
！
・
・
・
」

遂
に
ば
れ
た
か
・
・
！

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
身
構
え
た
。

「
怖
い
顔
し
な
い
で
。
俺
、
と
っ
て
も
感
動
し
た
ん
だ
か
ら
！
」

ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
一
瞬
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
、
そ
れ
か
ら
ぱ
っ
と
顔
を
輝
か

せ
た
。

「
ほ
・
・
！
ほ
ん
ま
に
！
？
う
わ
ぁ
、
王
子
様
っ
て
物
分
か
り
い
い
ん
や
な
ぁ

！
ふ
ぉ
・
・
ま
、
ま
じ
で
？
？
」

「
落
ち
着
い
て
よ
。
で
も
ね
俺
、
こ
そ
こ
そ
さ
れ
る
の
嫌
い
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
堂
々
と
配
っ
て
よ
。
」

「
ほ
ん
ま
に
！
？
う
わ
ぁ
、
お
お
き
に
！
い
や
ぁ
ー
、
も
う
感
動
や
ぁ
ー
！
」

「
で
さ
、
お
詫
び
に
お
酒
を
用
意
し
て
あ
る
ん
だ
。
ど
う
？
」

迷
わ
ず
ア
ン
ト
ー
ニ
ョ
は
、

「
お
お
き
に
！
ほ
な
、
お
言
葉
に
甘
え
て
！
」

と
い
っ
て
、
ワ
イ
ン
を
一
気
に
飲
み
干
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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